
支援関係者交流事業(R5.2.12) 

 

～関係者（保護者）より～ 

 

(子どもたちの声)  

・疲れたけど、いろんなチームと試合できて良かった。 

・対戦相手から学ぶことが多かった。 

・自分の課題が見えた。 

・もっとしたい。 

 

 

(保護者及び顧問) 

・３時間という制限の中で、多くの対戦相手と皆が試合できて良かったと思います。試

合をこなす事で成長できると思うので、子どもたちにとって良い時間となった気がし

ます。 

これからも何かあればご協力いたします。 

 

 

（支援者・父母） 

・お疲れ様です。感想を忘れる前に・・。 

父母代表の感想としては、各学校、人数が少なくても試合形式の練習ができるので、バ

スケのできる環境としては父母からは嬉しく大変、喜ばしいと思います。 

これを機にうるま市全体的にバスケットの環境を、高校、一般などとも協力してうるま

市のバスケットなどを盛り上げていき、地域の子供達の居場所などで貢献できていけ

る社会を構築できるようになれたらいいと思います。 

 

 

（審判した方） 

・毎年、若干ルールが変わる。だから自信もって審判ができず、お手伝いを躊躇する。 

日頃、公認審判と会話する機会もありません。こういったイベントで接する機会があっ

てよかったです。これからも多くこういう機会がほしいです。我が子もそばで見れるの

で助かります。 

・わからない場面があり、やっと聴く機会があった。なんとなく理解ができた。 

 

 

（公認審判） 

・公認だけの審判講習はあるが、審判経験がない方へ教える機会も確かに必要かと感

じて、またこういう機会はあってほしい。再確認もできた。 


